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★会員の皆様、お変わりありませんか。

日本語用論学会Newsletter第4号をお届け

します。さる9月16日に、第10回運営委員

会が開かれました。この号は、そこで討

議された内容を基に編集されています。

★第 3回大会ご案内

日本語用論学会第 3回大会は来る 2000年
12 月 2 日（土）神戸研究学園都市大学交流
センターUNITY2 階（〒651-2103 神戸市西

区学園西町 1 丁目 1-1 ユニバープラザ内℡

078-794-4970（JR 新神戸駅もしくは JR、阪

急、阪神三宮から神戸市営地下鉄西神中央

行きに乗車、学園都市駅（新神戸から約 30

分、三宮から約 25分）で下車、徒歩 1分））

で別紙のプログラムの要領で開催されます。

大会開催にご尽力下さいました神戸市外国

語大学高原脩教授に感謝いたします。

今年度は、研究発表 10件とシンポジウム

1 件、さらに午前中にワークショップ 14 件

が予定されています。今年から新しい試み

として、ワークショップが開かれることに

なりました。なお、研究発表は応募が 9 編

あり、7 編が採用、その他 3 編を慫慂発表

者として発表していただくことになりまし

た。その他詳しくは、同封のプログラムを

ご覧下さい。

大会はすべて 2階で行われます。当日は、

受付（2 階へあがったところのギャラリー

ホワイエにて午前 11 時開始）にて、プログ

ラム＆アブストラクツ（ハンドアウト集）

及び学会誌（『語用論研究』第 2 号）をお渡

しします。プログラム&アブストラクツは

1,000 円となっております。受付でお払い下

さい。受付事務簡略化のため、会費未納の

方は同封の振替用紙で 11 月末までにお納め

下さい。

大会出張のため、所属機関に提出する証

明書等が必要な方は、返信用封筒を同封の

上、事務局までご請求下さい。

当日会員は 3,000円（学生 2,000円）となっ

ております。その他プログラム＆アブスト

ラクツに 1,000 円、『語用論研究』第 2 号

に 1,500円必要となります。

ワークショップは午前 10 時 30 分より 4

室に分かれて開催されます。部屋は学会と

同じ 2 階ですので、直接会場へお越し下さ

い。ワークショップの受付は行いません。

また、会場へのお車でのご来場はご遠慮下

さい。

当日の昼食は学園都市駅周辺に多数飲食

街があります。学会では、お弁当その他は
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用意いたしませんので、周辺をご利用下さ

い。

午後 6時 30分より、神戸市外国語大学（学

会会場より徒歩 1 分）三木記念会館におい

て、会員懇親会（会費 3,000 円）を行いま

す。受付で会費を徴収しますので、多数ご

参加下さい。

東京方面あるいは、西日本方面からお越

しの方は、新幹線の新神戸駅で下車され、

地下鉄の案内に従って地下に降りられると、

神戸市営地下鉄新神戸駅がすぐです。そこ

からは地下鉄で西神中央、学園都市駅方面

に乗車されると一本で乗り換えなしで到着

します。宿泊は、学会ではご案内を差し上

げませんが、三宮近辺が便利です。土曜日

に当学会、日曜日に神戸界隈を散策される

ことをおすすめします。

★編集委員会から

『語用論研究』（第 2 号）は現在編集中

です。13 編の投稿があり、6 編が採用され

ました。ほかに、第 2 回大会のシンポジウ

ムの内容が掲載されます。第 2 号は学会当

日受付でお渡しする予定です。なお、バッ

クナンバーと学会当日会員の方の第 2 号は

15,00円となっております。

★ 会費の振り込みについて

会費の振り込みにつきましては、大会当

日の事務が大変混雑いたしますので、未納

の方は同封の振替用紙で 11 月末までにお払

い下さい。振替用紙が同封されている方は、

今年度分(4,000 円)が未納の方です。同封さ

れていない方は、納入済みですので結構で

す。また、2 枚同封されている方は、1999

年度の会費も未納の方です。行き違いがあ

る場合はご容赦下さい。なお、一部の方で

すが、こちらの手違いで今年度の会費が二

重払いになっておられる方があります。ま

ことに申し訳ありません。同封の別紙で説

明してありますので、お読み下さい。

★名簿作成について

現在事務局では、会員名簿を作成中です。

会員のみなさんの入会時の入会届をもとに

作成しておりますが、住所、氏名等に変更

のある方はご連絡下さい。掲載の項目は、

お名前、ご住所、所属、電話番号、E-mail

address です。取り扱いには十分注意いたし

ますが、電話番号、E-mail address などどう

しても掲載してほしくない項目がありまし

たら、至急ご連絡下さい。お名前等すべて

掲載不可の方も同様にご連絡願えたらと思

います。

★役員の一部交替

このたび、役員の一部交替がありました。

＊印が新任の方です。特に、『語用論研究』

を充実させるために、編集委員会が大幅に

増強されました。

会長：小泉保

編集委員長：＊高原脩

編集委員：内田聖二、＊神尾昭雄、金水

敏、＊久保進、児玉徳美、＊西光義弘、

＊林礼子、東森勲、山梨正明

渉外委員：高原脩、神尾昭雄、久保進

企画委員：西光義弘、杉本孝司

事務局長：澤田治美

事務局：＊田中廣明、高司正夫

庶務：林宅男

会計：＊田中廣明

会計監査：加藤克美

★学会への連絡

学会への E-mail でのご連絡は田中廣明宛
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にお願いいたします。

tanaka@khc.kansai-gaidai-u.ac.jp

郵便、お電話は関西外国語大学澤田治美

もしくは、田中廣明宛にお願いいたします。

学会誌、研究発表への二重投稿はお控え

下さい。なお、投稿の際は、規定の枚数を

お守り下さいますようお願いいたします。

文責・関西外国語大学・澤田治美・田中廣

明


